
1 

 

 
 

 

 

 南第一小学校地区では、2023 年 3 月に策定した「南第一小学校地区 新たな学校づくり基

本計画」に基づき、学校運営協力者、保護者、地域の方、教職員の代表で構成する「南第一小

学校 新たな学校づくり基本計画推進協議会（以下、協議会）」を設置しました。 

協議会では、通学の安全や配慮、新たな学校に引き継ぎたいもの・ことについて具体的に検

討します。また、新たな学校づくりの進捗状況の情報共有も行います。 

 検討状況については町田市ホームページに随時掲載します。下記の二次元コードからご確認

ください。 

 

◼ 開催日程 

第 1 回 2023 年 7 月 10 日 

第 2 回 2024 年 2 月 6 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市庁舎で行われるまちカフェに出展します。新たな学校づくりや公共施設についてのブース

を設け、「学校にこんなものがあるといいな」「学校のここが好き」などをお聞きしています。 

ぜひお立ち寄りください。 

 

◼ 開催日程 
日時：2023 年 12 月 2 日（土） 

10 時～16 時 
場所：市庁舎 3 階 アトリウム 
 
 

 
 
 
 

南第一小学校地区 
1頁 推進協議会・まちカフェ出展 

2・3頁 通学関連 

4 頁 新たな学校づくり説明会 

PFI 手法 

2023年9月15日発行 

検討を進めています！ 

南第一小学校 新たな学校づくり基本計画推進協議会 

【南第一小学校地区

の新たな学校づくり

について】 

新たな学校づくりにつ

いて、みんなで話し合

っているよ！ 

ぜひお越しください！ 

まちカフェに出展します！ 

 

右のパネルが

目印だよ。 

みんなで行っ

てみよう！ 

◼ 協議会委員の構成 

協議会には、下記の方々にご参画いただいています。 

・新たな学校づくり対象校の学校運営協力者の代表 

・新たな学校づくり対象校の保護者の代表 

・新たな通学区域内の地域の代表 

・新たな学校づくり対象校の教職員の代表 

https://www.city.machida.tokyo.jp/kodomo/kyoiku/keikakutou/kibohaiti/gakko-togo-kaichiku/minami-1.html
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地区別の学校統合や学区再編の予定、内容、生年月日に応じた学校統合等の影響を確認でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イメージ） 

 

 

 

 

  

どこの学校に通学するの？  

住所に対応した学校統合や学区再編の予定が確認できます！ 
問い合わせ先：学校教育部学務課（TEL：042-724-2176） 

在校生の配慮はどうなるの？ 
在校生への通学先や通学距離の配慮について 

問い合わせ先：学校教育部学務課（TEL：042-724-2176） 

在校生への通学
先、通学距離の
配慮について、
詳しくはこちら
から！ 

【まちだ子育てサイト】 

①   二次元コードを読

み取り、まちだ子育て

サイトにアクセス 

②お住まいの地区を選択 

新たな学校づくり基本計画が策定されている 5 地区（本町田、南成瀬、鶴川東、鶴川西、南第一小学

校）については、生年月日に応じて、どのように学校統合や学区再編の影響があるか確認できます。 

③学区一覧表が表示され、お住まいの住所での学校統合、学区再編の予定年度が確認できます。 

【学校統合】

町田第三中学校・

山崎中学校

統合新設校

町田第三中学校・

山崎中学校

統合新設校

木曽山崎グラウンド

本町田小学校・

本町田東小学校・

町田第三小学校

統合新設校

【本校舎　】

町田第三中学校

現本町田小学校

小学1年生 小学2年生 小学3年生

木曽山崎グラウンド

生年月日 2024年度 2025年度

指

定

校

学年

本町田小学校

【学校統合】

本町田小学校・

本町田東小学校・

統合新設校

【仮校舎　】

現本町田小学校 現本町田小学校 現本町田東小学校位置

2017.4.2〜

2018.4.1

本町田小学校・

本町田東小学校・

統合新設校

【仮校舎　】

本町田小学校・

本町田東小学校・

統合新設校

【仮校舎　】

【学校統合】

本町田小学校・

本町田東小学校・

町田第三小学校

統合新設校

【本校舎　】

現本町田東小学校

小学6年生小学4年生 小学5年生

2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度 2032年度

中学2年生 中学3年生中学1年生

在校生（学校統合時に該当校に在籍する児童生徒）へ

の通学先や通学距離の配慮についてお知らせします。 

 詳細は、次のページや右の二次元コードからご確認く

ださい。 

学区一覧 

https://kosodate-machida.tokyo.jp/material/files/group/14/gakkoutougoutounitomonauzaikouseinotuugakusakinikansuruhairyo_2.pdf
https://kosodate-machida.tokyo.jp/mokuteki/7/nyuugaku/kuiki/index.html
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【仮校舎への通学時】 
 在校生の児童が学校統合により仮校舎

へ通学することとなり、仮校舎が統合前

の通学区域にない場合は、隣接する通学

区域の学校に受入枠があれば、その学校

を選択することができます。 

【新校舎への通学時】 

 学校統合等により、通学指定校までの距離

が 1.5ｋｍ以上となる在校生の児童（小学

生）については、隣接校に受入枠がある場

合、その学校への通学を選択することができ

ます。 

該当する統合校
通学距離の配慮に

該当する地区
仮校舎の位置

本町田地区

統合小学校

現本町田東小学校

通学区域
→ 現本町田小学校

南成瀬地区

統合小学校

現南第二小学校

通学区域
→ 現南成瀬小学校

鶴川西地区

統合小学校

現鶴川第四小学校

通学区域
→ 現鶴川第三小学校

■ 安心して学校に通うための配慮 
学校統合時や仮校舎移転時の児童の不安や負担を軽

減できるよう、統合校の児童同士の事前交流や、生活

時程、給食・清掃時間の調整などに取り組みます。ま

た、各校に在籍している教員を継続して配置できるよ

う取り組むほか、学校統合等に不安を感じている児童

が相談できる体制を整えます。 

C小学校

C学区

A小学校・B小学校

学校統合

A・B学区
A・B学区（一部）

→C学区へ

D学区
D小学校

D学区（一部）

→ A・B学区へ
学区再編対象地域

通学先の配慮対象

 ※学校統合等に伴う通学区域再編とは 

 小学校と中学校の通学区域の整合を図るた

め、また、町区域に基づいた通学区域を実現す

るために、学校統合時に、隣接校の通学区域の

一部を統合校の通学区域とする、もしくは、統

合校の通学区域の一部を隣接校の通学区域とす

るといった通学区域再編を進めていきます。 

◼ 在校生への通学距離の配慮 

A学区

B学区 C学区

A・B・C
統合新設校

学校統合により自宅から学校までの

距離が1.5ｋｍ以上の地域

通学距離の配慮対象

隣接校に受入枠が

あれば、隣接校も

選べるよ。 

◼ 在校生への通学先の配慮 

 学校統合等に伴う通学区域再編※により通

学指定校が変わった場合でも変更前、変更後

どちらの学校も選べます。 

在校生は、変更前、

変更後どちらの学校

も選べるよ。 

みんなで楽しく 

学校で過ごそう！ 
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 南第一小学校地区の新たな学校づくりの進捗状況や今後の進め方についての説明会を下記の
日程で開催しました。 
町田市ホームページに、資料やお寄せいただいた質問への回答を掲載しています。 

 
◼ 開催日程と参加者 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 南第一小学校は「PFI 手法」により「新たな学校づくり」を行います。 

PFI 手法は、これまでのように設計や建設など業務ごとに市がやり方を示して事業者に発注
するのではなく、「このような施設にしてほしい」「このような環境を維持してほしい」「子ども
や保護者、先生、地域住民のためになる取組をしてほしい」といった、新たな学校で実現した
い内容やその水準を示し、一連の業務を一括して発注します。 

そのため、様々なノウハウや先進的な知見をもつ事業者が、市の求める水準を達成できる方
法を自ら考え取り入れることで、利用者が受けるサービスをより向上できます。 
また、事業に必要な費用を事業者が自ら調達し、市は後から分割して支払うことが可能とな

るため、市の財政負担の平準化を図ることもできます。 
 

◼ 業務範囲の想定 
 
 
 
 
 

 

※教育活動はこれまでどおり教員が行います。PFI 手法により、本来は教

員がやらなくてもいい業務（例：建物の維持管理業務や、学校施設を地域

の方が利用するときの日時や場所の調整等）を事業者にお願いすることで、

教員が子どもたちと向き合う時間を増やします。 
 

◼ 具体的な業務内容の想定 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

開催日時 開催場所・方法
参加者数

（内WEB参加）

6月22日（木曜日）18:00～
15

（4）

7月16日（日曜日）10:00～
11

（1）

南第一小学校
（WEB方式併用）

どんな質問が出たのかな？ 

新たな学校づくり説明会を開催しました！ 

どんな質問が

あったのか、

ホームページ

で確認してみ

よう！ 

【まちだの新たな学校づ

くりに関するお知らせ】 

新たな学校はどうなるの？ 

PFI 手法による「新たな学校づくり」って何？ 

みんなにとって、もっ

と魅力的な学校になる

んだね！ 

① 新校舎の設計、建設 

② 新校舎の維持管理（用務・定期清掃・植栽維持・警備など） 

③ 新校舎の運営（給食調理・学校施設活用・図書室とメディアスペース

を合わせた「ラーニングセンター」の運営・児童への放課後活動の提

供、学校支援ボランティアコーディネーター支援など） 

・児童への放課後活動の提供 

「学童保育クラブ・まちとも」とは別に、例えば「実験教室」や「走り方教室」、「職

業体験」などの児童向けコンテンツを放課後に実施します。 

・学校支援ボランティアコーディネーター支援 

現在も活躍されているボランティアコーディネーターの方が、より活動しやすくなる

ように、好事例の紹介や企画を行います。 

https://www.city.machida.tokyo.jp/kodomo/kyoiku/keikakutou/kibohaiti/gakkoutougou_kousin.html

